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研究成果の概要：小・中学校の算数・数学科教育の改善を意図して，児童・生徒の主体的な学

習を促進するための学習環境（「本質的学習環境」）を研究開発することが本プロジェクトの目

的であった．そのために「生命論的ネットワーク」を構築し，「本質的学習環境」の研究開発を

行った．その結果，「生命論的ネットワーク」のもとでの研究開発は「本質的学習環境」の研究

開発と学校教育における定着にとって有望であることを実証的に明らかにした．

交付額
（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

2006 年度 1,500,000 0 1,500,000

2007 年度 1,000,000 300,000 1,300,000

2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000

年度

年度

総 計 3,500,000 600,000 4,100,000

研究分野：社会科学

科研費の分科・細目：教育学・教科教育学

キーワード：本質的学習環境，算数・数学科教育，生命論的ネットワーク

１．研究開始当初の背景

児童・生徒が，数学の学習に対する健全な

イメージを形成し，同時に数学的に考える能

力を育成することは，緊急の今日的課題であ

る．この課題の解決なくして，学力低下問題

等の最終的解決はあり得ない．そこで，小・

中学校の算数科及び数学科の授業改善に直

接，間接に寄与するために新時代に則した数

学教育の研究開発を進める必要がある．

２．研究の目的

(1)研究目的

本プロジェクトは，児童・生徒が主体的に

数学的な活動を行う場である「本質的学習環

境」（Substantial Learning Environment）

を開発研究することを目的とするものであ

る．「本質的学習環境」とは，ドルトムント

大学（ドイツ）の数学教育学者ヴィットマン

教授（E. Ch. Wittmann） が提唱した概念で

あり，今後の数学教育の改善にとって有望な

概念である．
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小・中学校９年間の教科教育としての算

数・数学科教育の研究開発成果を学校教育に

定着させるには，理論的な研究・実践的な研

究だけでは不十分である．教育学部における

教員養成や現職教員研修の内容と方法がそ

の授業改善の方向に沿って実施されなけれ

ばならない．そこで，その研究開発成果を学

校現場で定着させるために「生命論的ネット

ワーク」を構築し，研究開発を進める必要が

ある．

「生命論的ネットワーク」とは，「本質的

学習環境」に関する理論的研究，実証的研究，

教員養成，現職教員研修とを連動させる研究

開発の枠組みである（下図参照）．

これら４つの項目を連動させながら，算

数・数学科のための「本質的学習環境」の研

究開発を行うことが本プロジェクトの特色

である．

３．研究の方法

「生命論的ネットワーク」のもとで以下の

研究活動を行った．

(1)「本質的学習環境」デザインに関する理

論的研究

「本質的学習環境」をデザインするために

は，国内外の数学教育学研究動向を調査する

必要性があることから，本プロジェクトでは

以下の２つの事項について研究活動を行っ

た．

①「本質的学習環境」のデザインに関する国

内外の動向調査及び研究打ち合わせ

2006 年にはドルトムント大学（ドイツ）で

開催されている現職教員向け研修会

（mathe2000 シンポジウム）に参加し，本プ

ロジェクトで研究開発した「本質的学習環

境」と熊本大学教育学部附属小学校で実施し

たパイロット授業の分析結果を報告した．

また 2007 年には，ドルトムント大学に設

立されている「数学教育研究開発センター」

での講演，及び同市近郊の小学校で算数の授

業観察を行い，研究打ち合わせ及び協議を行

った．

2008 年にはメキシコで開催された第 11 回

数学教育世界会議 ICME でプロジェクトの研

究成果を発表し，研究打ち合わせを行った．

②『数の本』学習会の開催

「本質的学習環境」のデザインの具体例を

理解するため，ドイツの算数教科書『数の本』

の学習会を期間中 32回にわたって実施した．

(2)「本質的学習環境」に関する実証的研究

①「パイロット授業」の実施

熊本大学教育学部附属小学校算数部の教

員と共同で「本質的学習環境」の研究開発を

行い，パイロット授業（試験的授業）を実施

した．その成果は，2006，2007 年にドルトム

ント大学で発表した．

(3)教員養成の内容・方法の開発研究

①教員養成課程の学生のための「本質的学習

環境」デザイン演習の導入

教員養成学生・院生の「本質的学習環境」

デザイン能力を育成するために，「本質的学

習環境」デザイン演習を実施し，デザインワ

小・中学校の

現職教員研修

「本質的学習環境」

の実証的研究

「本質的学習環境」

の開発研究

教員養成の内容・

方法の開発研究



ークショップで現職教員に提供した．

(4)小・中学校の現職教員協議会の開催

①算数・数学の学習環境デザインワークショ

ップの開催

このワークショップは現職教員を対象と

し，研究協議を行うための研究集会である．

研究期間中 4回にわたって熊本大学で開催し

た．

②出前 算数・数学の授業デザインワークシ

ョップの開催

研究期間中９回わたり，熊本県下の公立学

校に出張し，プロジェクトの研究開発成果を．

現職教員に提供し，協議を行った．

４．研究成果

本プロジェクトの最大の成果は，「生命論

的ネットワーク」によって数学教育を研究開

発することが，極めて有望であることを実証

的に確認したことにある．「生命論的ネット

ワーク」をもとにした研究開発の特色は，小

学校から中学校の算数・数学科教育を一つの

全体としてとらえ，その研究開発を実証的研

究，教員養成及び現職教員研修と連動させな

がら行うところにある．我が国では，これま

で数学教育に関するこのような研究開発は

部分的にしか行われては来なかった．これか

らの教科教育の研究開発の有望な基本的な

枠組みになるものと確信している．その研究

成果は，以下の小冊子にまとめた．

山本信也，『生命論的デザイン科学として

の数学教育学の課題と展望』（2009 年 3 月 31

日刊，全 189 頁）

また，本プロジェクトに関わる研究活動の

詳細と成果は後述のホームページに掲載し

ている．
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